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土
壌
・
地
下
水
に
係
る
調
査

に
つ
い
て
は
、
環
境
庁
の
「
土

壌
・
地
下
水
汚
染
に
係
る
調
査
・

対
策
指
針
」
お
よ
び
「
東
京
都

汚
染
土
壌
処
理
基
準
」
に
基
づ

き
行
っ
た
。
浄
化
対
策
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

◇
汚
染
調
査

　

土
壌
汚
染
で
は
、
部
品
等
の

洗
浄
に
使
わ
れ
て
い
た
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
、
敷
地
の
ほ

ぼ
中
央
部
地
下
八
m
付
近
を
中

心
に
高
濃
度
で
検
出
さ
れ
た
。

こ
の
付
近
に
つ
い
て
は
、
平
成

７
年　

月
か
ら　

年
４
月
の

１１

１２

間
、
二
次
に
わ
た
り
、
部
分
浄

化
対
策
を
実
施
し
た
経
過
が
あ

る
。
ま
た
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
敷

地
西
側
で
、
土
壌
の
環
境
基
準

の
約
六
・
五
倍
検
出
さ
れ
た
。

　

地
下
水
汚
染
で
は
、
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
が
敷
地
の
中

央
部
付
近
を
中
心
に
高
濃
度
で

検
出
さ
れ
た
が
、
カ
ド
ミ
ウ
ム

な
ど
の
重
金
属
は
環
境
基
準
以

下
で
あ
っ
た
。

（
調
査
結
果
は
下
表
の
と
お

り
）

◇
浄
化
対
策

　

環
境
基
準
等
を
超
過
し
た
重

金
属
を
含
む
土
壌
に
つ
い
て

は
、
埋
め
立
て
処
分
が
可
能
な

産
業
廃
棄
物
処
分
場
へ
搬
出
す

る
。
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等

を
含
む
土
壌
に
つ
い
て
は
、
敷

地
の
建
物
内
に
浄
化
施
設
を
設

け
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
等
を
活
性
炭

に
吸
着
す
る
な
ど
し

て
取
り
除
き
、
埋
め

戻
す
。

　

地
下
水
に
つ
い
て

は
、
く
み
上
げ
用
の

井
戸
を
堀
っ
て
水
を

く
み
上
げ
、
地
下
水

浄
化
プ
ラ
ン
ト
を
通

し
た
後
、
下
水
道
に

流
す
。

◇
環
境
測
定

　

浄
化
工
事
中
は
掘

削
現
場
付
近
の
大
気

や
浄
化
施
設
か
ら
の

排
気
な
ど
の
測
定
を

毎
日
行
う
と
と
も

に
、
敷
地
境
界
で
月

一
回
大
気
測
定
を
行

う
。

去
る
９
月　

日
、
杉
並
区
は
、
日
産
自
動
車
ñ
か
ら
、
同
社
荻
窪
工
場
跡
地
（
桃
井
３
丁
目
九
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
土
壌
・
地
下
水
が
汚
染

２１

し
て
い
た
と
い
う
調
査
結
果
と
そ
の
浄
化
対
策
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区
は
こ
れ
ま
で
、
同
跡
地
に
つ
い
て
、
昨
年　

月
、
日
産
自
動
車
が
都
市
基
盤
整
備
公
団
に
売
却
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
受
け
、

１０

同
跡
地
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
、
公
団
と
防
災
公
園
（
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
整
備
な
ど
の
協
議
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

同
跡
地
の
土
壌
・
地
下
水
問
題
の
解
決
は
、
地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
に
重
要
で
す
。
同
時
に
区
が
今
後
、
防
災
公
園
整
備
の
計
画
を
進
め
る

上
で
も
先
決
の
課
題
で
す
。
同
跡
地
の
土
壌
等
の
問
題
と
土
地
利
用
に
関
す
る
区
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

　
　

土
地
利
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課
へ
。

 

土
壌
等
の
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
保
全
課
へ
。

案
を
基
本
に
、「
防
災
公
園
街
区

整
備
事
業
」
の
適
用
に
よ
る
当

用
地
の
適
切
な
土
地
利
用
を
図

っ
て
い
く
考
え
で
す
。
ま
た
、

防
災
公
園
の
機
能
を
高
め
る
た

め
、
当
用
地
周
辺
の
既
存
市
街

地
に
つ
い
て
、
燃
え
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

�
　

同
跡
地
を
防
災
公
園
な
ど
の

整
備
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は

重
要
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
区
は
、
土
壌
等
の
問
題
の

解
決
に
目
途
を
つ
け
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

区
は
、日
産
自
動
車
に
対
し
、

徹
底
し
た
情
報
開
示
と
最
善
の

対
策
を
求
め
、
区
と
し
て
も
、

浄
化
対
策
の
監
視
・
指
導
・
確

認
に
で
き
る
だ
け
の
対
応
を
行

い
、
早
期
の
問
題
解
決
を
め
ざ

し
努
力
し
ま
す
。

早
期
の
問
題
解
決
に
向

け
努
力
し
ま
す

難
誘
導
の
容
易
性
、
救
援
活
動

の
連
携
な
ど
の
防
災
機
能
の
確

保
、
さ
ら
に
、
日
常
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
公
的
な
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
豊
か
さ
な

ど
か
ら
、
最
も
望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ
る
防
災
公
園
な
ど
の
配

置
計
画
案
が
お
お
か
た
の
合
意

を
得
る
に
至
り
ま
し
た
（
右

図
）。

　

今
後
、
区
は
こ
の
配
置
計
画

　

昨
年
、
日
産
自
動
車
ñ
は
、

荻
窪
工
場
の
売
却
方
針
を
決

め
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
に
対

し
区
と
相
談
し
な
が
ら
土
地
利

用
計
画
を
検
討
す
る
よ
う
依
頼

し
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
国
が

大
都
市
の
工
場
跡
地
な
ど
に
防

災
公
園
と
市
街
地
整
備
を
セ
ッ

ト
で
行
う
「
防
災
公
園
街
区
整

備
事
業
」を
予
算
化
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
自
治
体
が
防
災

公
園
を
取
得
す
る
際
、
自
治
体

の
負
担
を
軽
く
す
る
財
源
措
置

を
含
む
も
の
で
す
。

　

地
域
住
民
の
方
々
か
ら
は
、

こ
の
事
業
を
活
用
し
、
防
災
公

園
の
整
備
を
求
め
る
「
日
産
自

動
車
荻
窪
工
場
跡
地
の
土
地
利

用
に
関
す
る
請
願
」
が
多
数
の

署
名
と
と
も
に
、
区
長
と
区
議

会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
基
本
計
画
の
策
定

　

区
は
、
当
用
地
に
つ
い
て
こ

の
新
し
い
事
業
を
適
用
で
き
る

よ
う
、
国
に
対
し
、
積
極
的
に

働
き
か
け
、
４
月
か
ら
は
公
団

と
と
も
に
、
基
本
計
画
の
検
討

に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
７
月
、
８
月
の
二

回
の
地
元
説
明
会
を
経
て
、
避

難
場
所
と
し
て
の
安
全
性
、
避

①
日
産
に
対
し
関
連
す
る
情
報

の
開
示
を
求
め
、
区
民
に
提
供

し
ま
す
。

②
都
と
協
力
し
て
周
辺
の
井
戸

水
（
二
六
カ
所
）
を
緊
急
に
調

査
し
ま
し
た
。（
結
果
は
、
左

下
の
囲
み
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）

③
区
職
員
に
よ
る
監
視
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
当
分
の
間
、
浄
化

工
事
現
場
な
ど
を
毎
日
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

④
学
識
経
験
者
に
よ
る
委
員
会

を
設
置
し
、
専
門
的
な
立
場
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
ま
す
。

産
自
動
車
が
透
明
か
つ
最
善
の

対
策
を
と
る
よ
う
、
厳
し
く
監

視
・
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
庁
内
に
対
策
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
当
面
、
次

の
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

区
は
、
ま
ず
、今
回
の
土
壌
・

地
下
水
汚
染
問
題
の
報
告
が
遅

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
産
自

動
車
に
厳
重
に
注
意
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
汚
染
者
負
担
の

原
則
に
基
づ
き
、
原
因
者
の
日

周辺の道路の修景・整備�
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〈調査結果（最高値）〉

備考
調査結果
(最高値）

環境基準対象物質名項目区分

環境基準の１,６３３倍４９Ê/Î溶出量
 ０．０３Ê/Îトリクロロエチレン

揮発性
有機化合物土　壌

環境基準の５０倍２Ê/Î溶出量 
０．０４Ê/Î

シス１，２
－ジクロロエチレン

環境基準の１２倍０．１２Ê/Î溶出量
 ０．０１Ê/Îテトラクロロエチレン

環境基準の６.５倍０．０６５Ê/Î溶出量
 ０．０１Ê/Îカドミウム重金属

環境基準の３６６.７倍１１Ê/Î  ０．０３Ê/Îトリクロロエチレン揮発性
有機化合物地下水

環境基準の２３５倍９．４Ê/Î０．０４Ê/Îシス１，２
－ジクロロエチレン

▲防災公園などの配置案

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

土
地
利
用
と
土
壌
等
の
問
題
に
つ
い
て

土
地
利
用
と
土
壌
等
の
問
題
に
つ
い
て

日
産
荻
窪
工
場
跡
地

日
産
荻
窪
工
場
跡
地

○日
 

○に
 ○産
 

○よ
 

○る
 

○調
 

○査
 

○と
 

○対
 

○策
 

　

区
は
、
都
と
協
力
し
て
日
産

自
動
車
荻
窪
工
場
跡
地
の
地
下

水
汚
染
に
関
連
し
、
周
辺
二
六

カ
所
の
井
戸
を
調
査
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
二
カ
所
で
主
に

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
環

境
基
準
を
超
え
ま
し
た
が
、
他

の
二
四
カ
所
は
基
準
値
以
下
ま

た
は
不
検
出
で
し
た
。　

基
準

を
超
過
し
た
井
戸
の
う
ち
、
同

跡
地
西
側
の
一
カ
所
は
テ
ト
ラ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
０
・
２
８

Ê
／
Î
（
基
準
値
＝
０
・
０
１

Ê
／
Î
以
下
）、ま
た
東
側
の
も

う
一
カ
所
で
は
０
・
０
８
Ê
／

Î
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
は
、
全
て
基
準

値
以
下
で
し
た
。

　

環
境
基
準
を
超
え
た
テ
ト
ラ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
は
、
日
産
に

よ
る
調
査
で
も
工
場
跡
地
の
地

下
水
か
ら
は
高
い
値
は
検
出
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
汚
染
は

都
内
の
他
の
地
域
も
含
め
て
多

く
見
ら
れ
る
汚
染
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
同
工
場
の
土
壌
汚
染
と

の
関
連
は
薄
い
も
の
と
見
ら
れ

ま
す
。

　

区
で
は
、
今
後
も
周
辺
井
戸

の
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
衛
生
課
@
３
３
９
１
‐
１
９

９
１
へ
。

※
調
査
結
果
は
、
区
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

周
辺
井
戸
水
質
調
査
結
果
に
つ
い
て　
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９
月
中
旬
、
阿
佐
ケ
谷
中
学

校
の
生
徒
た
ち
が
南
荻
窪
図
書

館
を
訪
問
、
二
日
間
に
わ
た
っ

て
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
ま

し
た
。
将
来
は
図
書
館
で
働
き

た
い
と
い
う
女
の
子
三
人
組
。

職
業
体
験
を
目
的
と
し
た
授
業

の
一
環
で
す
。

　

図
書
館
を
訪
ね
て
み
る
と
三

人
で
本
を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
し
た
。
他
の
図
書
館
で
リ
ク

エ
ス
ト
の
あ
っ
た
新
書
で
す
。

「
新
書
っ
て
ど
こ
か
な
あ

？
」。
本
の
あ
り
か
を
探
す
の

は
意
外
に
難
し
い
も
の
。
や
っ

と
見
つ
け
る
と
小
さ
な
声
で

「
あ
っ
た
！
」。

　

こ
の
他
に
も
雑
誌
に
カ
バ
ー

を
か
け
た
り
、
新
刊
書
を
書
架

に
な
ら
べ
た
り
と
大
忙
し
で

す
。
さ
ら
に
は
図
書
館
に
入
れ

る
本
の
選
定
会
や
お
話
し
会
に

も
参
加
。

　

初
め
て
の
体
験
に
ち
ょ
っ
と

緊
張
ぎ
み
の
三
人
、「
思
っ
て
い

た
よ
り
い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ
っ

て
大
変
で
し
た
。
で
も
や
り
が

い
も
あ
り
ま
し
た
」、「
図
書
館

が
本
を
読
ま
な
い
人
も
楽
し
め

る
場
所
に
な
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
」
と
感
想
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

近年　近年、子どもたちの本離れ、、子どもたちの本離れ、活字離れが著しいと言われています。でも活字離れが著しいと言われています。でも
子どもたちは絵本を読んでもらうのが大好き子どもたちは絵本を読んでもらうのが大好き。本を読んでもらい、。本を読んでもらい、その楽その楽
しみを知れば、そのうち自分で本の世界を開拓できるようになります。しみを知れば、そのうち自分で本の世界を開拓できるようになります。
図書館では、子どもたちに本の魅力を感じてもらおうと、さまざまな　図書館では、子どもたちに本の魅力を感じてもらおうと、さまざまな
活動を展開しています。そこで今回は、図書館の子ども向け行事を訪活動を展開しています。そこで今回は、図書館の子ども向け行事を訪
ね、子どもたちが本に親しんでいる様子をお伝えします。ね、子どもたちが本に親しんでいる様子をお伝えします。

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本とととととととととととととととととととととととととととととととと友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちににににににににににににににににににににににににににににににににななななななななななななななななななななななななななななななななれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所本と友だちになれる場所

　

今
日
は
八
成
小
学
校
の
一
学

期
に
一
度
の
「
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク 
」
の
授
業
。
図
書
館
職
員
が

学
校
へ
や
っ
て
き
て
、
一
つ
の

テ
ー
マ
に
そ
っ
て
本
の
紹
介
や

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

　

二
年
二
組
の
授
業
で
は「
木
」

が
テ
ー
マ
。　

冊
あ
ま
り
の
本

１０

が
次
々
と
紹
介
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
図
書
館
職
員
と
子
ど
も
た

ち
と
の
間
で
い
ろ
い
ろ
な
話
や

質
問
が
飛
び
交
い
ま
す
。　

　

「
学
校
の
校
庭
に
は
、
ど
ん

な
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
か

な
？
」、「
も
も
」「
く
り
！
」。

元
気
な
声
の
や
り
取
り
が
、
教

室
中
に
響
き
ま
す
。

　

本
の
紹
介
を
終
え
て
「
あ
と

は
皆
さ
ん
で
読
ん
で
く
だ
さ
い

ね
」
と
言
う
と
、
子
ど
も
た
ち

は
一
斉
に
「
続
き
を
も
っ
と
読

ん
で
ー
！
」。
こ
の
よ
う
に「
も

っ
と
読
み
た
い
」
と
思
う
本
に

出
会
う
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と

が
「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」
の
重
要

な
役
割
な
の
で
す
。

続きをもっと読んで！

 �������� ブックトーク

ス
タ
ン
プ
も
お
楽
し
み

お
は
な
し
会

　

下
井
草
図
書
館
の
「
お
は
な

し
会
」
は
幼
児
向
け
、
小
学
校

低
学
年
向
け
と
、
対
象
を
分
け

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
お
は
な
し
の
へ
や
」
は
、

時
間
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
で

い
っ
ぱ
い
。
担
当
職
員
が
手
遊

び
や
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
で
場
を

和
ま
せ
た
と
こ
ろ
で
、
い
よ
い

よ
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
す
。

　

話
が
進
む
に
つ
れ
て
、
お
し

ゃ
べ
り
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
、
真
剣
な
表
情
に
。
思
わ
ず

絵
本
の
前
に
身
を
乗
り
出
す
子

ど
も
も
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
が
終
わ
る
と
、

お
楽
し
み
の
ス
タ
ン
プ
の
時

間
。「
お
は
な
し
会
」
に
参
加
す

る
ご
と
に
、
一
つ
ス
タ
ン
プ
を

押
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
楽
し
み
に
し
て
来
る
子
も
い

る
ほ
ど
、
大
人
気
で
す
。　

海野優子さん、陽ちゃん（４歳）
下井草３丁目在住
　「おはなし会に行く！とい
つも自分から言い出して、毎
週楽しみにしています」

1010月月2424日～３０日は読書週間。また今年は「子ども読書年」です。日～３０日は読書週間。また今年は「子ども読書年」です。

図
書
館
の
仕
事
っ
て
何
だ
ろ
う
？

�
�
�
�
�
�
体
験
学
習
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　本などを借りるときは、
「利用者カード」の提示が必
要です。利用者の住所が確認
できるもの（免許証、保険証
など）を持って、最寄りの図
書館で登録をしてください。
小学生以下は、住所確認は不
要です。図書１０冊、ＣＤ２点
まで、借りられます（１５日間
以内）。

欲しい本はリクエスト制度で 

　最寄りの図書館にない本
は、取り寄せることもできま
す。また、新刊書や特殊な本な
どで区立図書館に置いていな
いものは、新規に購入したり、
都立図書館、国立国会図書館
や他の図書館から借りるな
ど、可能な限り取り寄せます。

　学校の空き教室などを利用
した「ふれあい図書室」をご
存じですか？
　子ども向けの本と大人向け
の本が約５０００冊あります。お
気軽にご利用ください。
　問い合わせは、中央図書館へ。

目や身体が不自由な方へのサ－ビス

◇対面朗読
　希望する本を、図書館でお願いした朗読者が、都合の良い日時に、
図書館などで朗読します。
◇点字図書などの貸出
　点字図書や録音図書（カセットテープ）、拡大写本の貸出しを行っ
ています。
◇郵送サービス
　来館が困難な方に、録音・点字図書のほか、一般図書も郵送で貸
し出します。
　問い合わせは、中央図書館へ。

　

チ
ェ
コ
の
歌
の
使
節
た
ち
が

贈
る
、
厳
か
で
清
ら
か
な
歌
の

ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
後
２

１２

２４

時　

分
開
演
（
２
時
開
場
）【
会

３０
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１

―　

―　

）【
曲
目
】
グ
レ
ゴ
リ

２２

３２

オ
聖
歌
、
ヘ
ン
デ
ル
「
ハ
レ
ル

ヤ
」、
チ
ェ
コ
の
民
謡
、「
ジ
ン

グ
ル
ベ
ル
」「
聖
夜
」
ほ
か
【
定

員
】
五
六
八
名
【
入
場
料
】
大

人
三
五
〇
〇
円
／
小
・
中
学
生

二
五
〇
〇
円
（
全
席
指
定
）

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行ここここここここここここここここここここここここここここここここうううううううううううううううううううううううううううううううう!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!図書館へ行こう ! 
　

平
日
の
午
後
３
時
過
ぎ
、
中

央
図
書
館
の
児
童
コ
ー
ナ
ー
を

訪
ね
て
み
ま
し
た
。
大
き
な
ぬ

い
ぐ
る
み
が
置
か
れ
、
本
棚
に

は
楽
し
そ
う
な
絵
本
が
並
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
な
ら
子
ど
も
た

ち
も
喜
ん
で
来
て
く
れ
そ
う
で

す
ね
。

　

幼
稚
園
帰
り
の
親
子
で
し
ょ

う
か
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん

に
連
れ
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
が

や
っ
て
来
ま
す
。
友
達
と
二
人

で
読
み
た
い
本
を
一
生
懸
命
選

ん
で
い
る
子
が
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
選
ん
だ
の
で
運
ぶ
の
も
大

変
。
で
も
エ
ッ
チ
ラ
オ
ッ
チ
ラ

楽
し
そ
う
で
す
。

　

そ
う
か
と
思
え
ば
小
学
生
が

カ
ウ
ン
タ
ー
に
い
る
職
員
に
宿

題
の
相
談
。「
徳
川
幕
府
が
長
く

続
い
た
理
由
を
調
べ
た
い
ん
で

す
け
ど
」。教
え
て
も
ら
っ
た
本

を
真
剣
な
表
情
で
読
ん
で
い
ま

す
。

　

児
童
コ
ー
ナ
ー
に
は
隣
り
の

大
人
の
ス
ペ
ー
ス
よ
り
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
の
世
界
、
ち
ょ
っ
と
の
ぞ

き
に
来
ま
せ
ん
か
。

　

図
書
館
は
と
に
か
く
楽
し
く

利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
児
童
コ
ー
ナ
ー
で

も
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
あ
い

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

０
歳
児
で
も
本
を
読
ん
で
あ

げ
る
と
喜
び
ま
す
。
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
に
な
る
か
ら
で
す
。
本
っ

て
楽
し
い
、
図
書
館
っ
て
楽
し

い
と
い
う
体
験
を
す
る
お
手
伝

い
を
し
た
い
で
す
ね
。

　

杉
並
の
南
北
を
結
ぶ
バ
ス
の

開
通
を
記
念
し
て
、
南
の
起
点

と
な
る
浜
田
山
で
区
内
在
住
の

音
楽
家
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
９
日
º
午
後

１２

４
時　

分（
４
時
開
場
）【
会
場
】

３０

浜
田
山
会
館
（
浜
田
山
１
―　
３６

―
３
）【
出
演
】
ソ
プ
ラ
ノ
＝
佐

藤
ひ
さ
ら
（
藤
原
歌
劇
団
団

員
）、
テ
ノ
ー
ル
＝
松
永
国
和

（
二
期
会
会
員
）、ピ
ア
ノ
＝
大

藤
玲
子
【
内
容
】
▽
第
一
部
…

「
こ
の
道
」、「
浜
辺
の
歌
」、「
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の 
唄 
」
ほ
か
▽
第

う
た

二
部
…
ベ
ル
デ
ィ
＝
リ
ゴ
レ
ッ

ト
よ
り
「
女
心
の
歌
」、
プ
ッ
チ

ー
ニ
＝
蝶
々
夫
人
よ
り
「
あ
る

晴
れ
た
日
に
」
ほ
か
【
定
員
】

二
五
〇
名
【
入
場
料
】
二
〇
〇

〇
円
（
全
席
自
由
）

◆
文
化
交
流
協
会
の
催
し

予
約
・
問
い
合
わ
せ
@
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

杉
並
南
北
バ
ス
「
す
ぎ
丸
」
開
通
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

美
し
い
日
本
の
歌
と
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア▲大藤玲子さん ▲松永国和さん ▲佐藤ひさらさん

f
図
書
館
職
員
か
ら

〈区立図書館〉

住所電話番号図書館

３‐４０‐２３荻　　窪３３９１‐５７５４中 央

４‐２５‐７永　　福３３２２‐７１４１永 福

１‐６‐１３上　井　草３３９４‐３８０１柿 木

２‐３６‐２５高円寺南３３１６‐２４２１高 円 寺

５‐５‐２７宮　　前３３３３‐５１６６宮 前

３‐２８‐５成　田　東３３１７‐０３４１成 田

２‐３３‐９西　荻　北３３０１‐１６７０西 荻

３‐３６‐１４阿佐谷北５３７３‐１８１１阿 佐 谷

１‐１０‐２南　荻　窪３３３５‐７３７７南 荻 窪

３‐２６‐５下　井　草３３９６‐７９９９下 井 草

１‐２８‐１高井戸東３２９０‐３４５６高 井 戸

�
　

黒
澤
明
研
究
会
の
印
南
勝
彦

さ
ん
が
、「
七
人
の
侍
」
を
中
心

に
、
映
画
監
督
・
黒
澤
明
の
創

作
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
後

１１

１１

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
下
井
草

図
書
館（
下
井
草
３
―　

―
５
）

２６

【
定
員
】
六
〇
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

@
３
３
９
６
‐
７
９
９
９
へ
。

�
下
井
草
図
書
館
講
演
会

 

黒
澤
映
画
の
魅
力
を
さ
ぐ
る

e

児
童
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
で
よ
！�

〈ふれあい図書室〉

利用時間所在地図書室名
毎週土曜日
午後１時～４時

方南１‐５２‐１４
方南小学校１階方　南

毎週日曜日
午後１時～４時

高円寺北４‐２８‐５
馬橋小学校３階馬　橋

毎週日曜日
午後１時～４時

善福寺１‐１８‐９
善福寺児童館１階善福寺

図書館を利用するには

　

今
年
は
「
子
ど
も
読
書

年
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に

も
っ
と
本
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
昨
年
８
月
に
国
会

で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
と
い
う
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、「
本
を
通

し
て
赤
ち
ゃ
ん
と
の
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
つ
く
る
運
動
」

と
し
て
「『
子
ど
も
読
書
年
』

推
進
会
議
」（「
子
ど
も
読
書

年
実
行
委
員
会
」
の
中
の
民

間
組
織
）
が
進
め
て
い
る
も

の
で
す
。

　

事
業
の
実
施
は
、
自
治
体

の
図
書
館
・
保
健
所
と
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
て

行
い
ま
す
。
健
診
な
ど
の
場

を
利
用
し
て
絵
本
や
説
明
書

が
入
っ
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
・
パ
ッ
ク
」
の
配
布
と
説

明
を
し
、
地
域
の
図
書
館
、

保
育
園
な
ど
で
そ
の
後
の
フ

ォ
ロ
ー
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

区
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

「
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
リ
ス
ト
」

の
作
成
や
「
お
は
な
し
会
」

な
ど
、
乳
幼
児
向
け
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
の
活

動
も
、
こ
う
し
た
区
の
目
標

と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
区

で
は
対
象
者
を
限
定
し
た
形

で
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
の

試
験
的
な
実
施
に
協
力
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
読
書
年
」
推
進

会
議
で
は
、
杉
並
区
で
の
試

験
的
実
施
の
結
果
を
も
と

に
、
来
年
か
ら
活
動
を
全
国

的
に
広
げ
て
い
く
予
定
で

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
図

書
館
へ
。

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
の
活
動
に 

 
�
�
�
�
�
�
� 
協
力
し
ま
す

チ
ェ
コ
少
年
合
唱
団

　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

f
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法

　

①
杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会

文
化
係
（
上
荻
３
―　

―
５
杉

２９

並
会
館
内
）
②
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
区
役
所
内
店
（
西
棟
二

階
）
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
③
各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
区
内
七
カ
所
）
開
館
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
８
時
④
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
（　

月
２
日
か
ら
）
@

１１

５
２
３
７
‐
９
９
９
９
／
ロ
ー

ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
@
５
５
３
７
‐

９
９
５
５

※
④
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
の
み
取
り
扱
い
。
①
は

電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。
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中
高
生
な
ら
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
５
日
∂
午
後

１１

０
時　

分
〜
２
時
【
場
所
】
善

３０

福
寺
川
緑
地
公
園
（
成
田
西
三

丁
目
付
近
）

　

希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
政
相
談

課
ま
た
は
児
童
青
少
年
セ
ン
タ

ー
事
業
係
@
３
３
９
３
‐
４
７

６
０
へ
。

※
雨
天
の
場
合
、
児
童
青
少
年

セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
１
―　

―
５６

３
・
ゆ
う
杉
並
）
で
実
施
し

ま
す
。

�
　

【
日
時
】　

月
４
日
º
午
前

１１

　

時
〜
午
後
３
時　

分
（
区
共

１０

３０

催
）【
会
場
】
区
役
所
前
広
場
、

杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
８
）

１４

【
内
容
】
三
〇
店
を
越
す
バ
ザ

ー
、
模
擬
店
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ

ー
ト
、琉
球
舞
踊
と
沖
縄
民
謡
、

手
話
ダ
ン
ス
、
お
芝
居
ほ
か

◇
地
域
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

情
報
が
い
っ
ぱ
い

〜
う
・
ぇ
・
る
フ
ェ
ス
タ 

２
０
０
０
〜

e

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
い
い
関
係

　

こ
れ
か
ら
の
杉
並
で
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
あ
り
方
を
探
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
４
日
º
午
前

１１

　

時　

分
【
会
場
】
杉
並
ボ
ラ

１０

３０

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷

南
１
―　

―
８
）
【
講
師
】
ボ

１４

ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
推
進
協
議

会
事
務
局
長
・
村
上
徹
也
さ
ん

ほ
か

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
区
社

会
福
祉
協
議
会
@
５
３
０
６
‐

１
０
１
０
へ
。

�
　

開
通
前
の
南
北
バ
ス
「
す
ぎ

丸
」
に
一
足
早
く
乗
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

【
日
時
】　

月　

日
ª
午
後

１１

１７

１
時
〜
５
時
【
予
定
コ
ー
ス
】

杉
並
区
役
所
（
集
合
）
↓
蚕
糸

の
森
公
園
（
備
蓄
倉
庫
）
↓
郷

土
博
物
館
↓
大
田
黒
公
園
↓
杉

並
区
役
所
（
解
散
）【
対
象
】
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】
二
五
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
一
枚
で
三
名
ま
で

可
）
に
参
加
希
望
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
・
性
別
と
代
表
者
の

住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

　

月
２
日
（
必
着
）
ま
で
に
区

１１政
相
談
課
施
設
め
ぐ
り
担
当

へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

南
北
バ
ス

「
す
ぎ
丸
」で
施
設
め
ぐ
り

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
同
課
へ
。

�
　

【
日
時
・
内
容
】　

月　

日

１１

１１

º
▽
講
演
「
簡
単
な
健
康
法
」

＝
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

３０

３０

分
、
講
師
＝
杉
並
区
医
師
会
理

事
・
橋
本
英
明
さ
ん
▽
映
画

「
絆
」
＝
午
後
２
時　

分
〜
４

４０

時　

分
、
出
演
＝
役
所
広
司
、

４０
渡
辺
謙
、
麻
生
祐
未
ほ
か
（
字

幕
付
）【
会
場
】
障
害
者
福
祉

会
館（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
福

祉
会
館
運
営
協
議
会
事
務
局
@

３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３
３

３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

※
①
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
②

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
後

１１

２５

６
時
開
演
（
５
時　

分
開
場
・

３０

区
共
催
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）【
出

２２

３２

演
】
ピ
ア
ノ
＝
三
谷
温
、
林
田

枝
実
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
＝
五
唐
亜

由
子
、
解
説
＝
小
澤
純
【
曲

目
】
Ｊ
・
Ｓ
バ
ッ
ハ
、
Ｃ
・
Ｐ
・

Ｅ
バ
ッ
ハ
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、

シ
ョ
パ
ン
他
の
幻
想
曲
【
定

員
】
五
六
八
名
（
全
席
自
由
）

【
入
場
料
】
大
人
三
〇
〇
〇

�
障
害
者
の
た
め
の

講
演
と
映
画
の
集
い

e

FAX

�
オ
ム
ニ
バ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
音
楽
入
門

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界

e

円
、
子
ど
も
（
６
〜　

歳
）
一

１２

五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
杉
並

音
楽
協
会
@
３
４
４
３
‐
８
７

３
８
�
３
４
４
３
‐
８
６
４
４

ま
た
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
@
５
２

３
７
‐
９
９
９
０
へ
。

◇
区
民
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社

１１

１３

会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
後

１１

１８

６
時
開
演
（
５
時　

分
開
場
・

３０

区
共
催
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
出
演
】
指
揮
＝
高
畠
浩
【
曲

目
】
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
＝
セ
レ
ナ

ー
ド
第
６
番
、
バ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
第
４
番
、
交
響
曲
第　

番
４０

（
べ
ー
レ
ン
ラ
イ
タ
ー
初
版
）

【
定
員
】
五
六
八
名
【
入
場
料
】

無
料

　

希
望
者
は
、直
接
会
場
へ
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
@
３
３
１
７
‐
６
６

２
１
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
後

１１

２６

２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
・

３０

区
共
催
）【
会
場
】
杉
並
公
会

堂
（
上
荻
１
―　

―　

）【
出

２３

１５

演
】
指
揮
＝
永
濱
幸
雄
【
曲

目
】
リ
ス
ト
＝
交
響
詩
「
レ
・

プ
レ
リ
ュ
ー
ド
」、
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
＝
「
く
る
み
割
り
人

形
」
組
曲
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
＝
交

響
曲
第
二
番
【
定
員
】
一
〇
八

FAX

杉
並
弦
楽
合
奏
団 

第　

定
期
演
奏
会

２７

杉
並
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
定
期
演
奏
会

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）

催
し

進
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う
杉
並
）

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
若
い
世
代
の
男
性
（
女

性
も
可
）
で
、
継
続
し
て
参
加

で
き
る
方
【
定
員
】
三
〇
名

【
参
加
費
】
無
料
（　

月　

日
、

１２

１３

１
月　

日
の
み
、
お
茶
代
と
し

２４

て
二
〇
〇
円
程
度
が
必
要
で

す
）

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
ハ

ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で　

月
４

１１

日
（
必
着
）
ま
で
に
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６７

５
１
荻
窪
１
―　

―
３
）
へ
。

５６

フ
ァ
ク
ス
�
３
３
９
３
‐
４
７

１
４
で
の
申
し
込
み
も
可
。
申

FAX

�
　

恋
人
や
親
し
い
人
と
の
会

話
、
あ
る
い
は
職
場
や
家
庭
の

中
で
、
自
分
の
思
い
が
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
い
と
い
う
体
験
、

あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
悩
み

の
あ
る
男
性
を
応
援
し
ま
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
自
立
・
依

存
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
カ
ッ
プ
ル
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
右
下
表
の

と
お
り
【
会
場
】
男
女
平
等
推

�
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー 

ひ
ゅ
う
ま
ん
・
か
れ
っ
じ

　

世
紀
型

２１コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

〜 
男 
と 
女 
は
本
当
に

ひ
と 

ひ
と

わ
か
り
あ
え
る
の
か
？
〜

e 八
名
【
入
場
料
】
一
〇
〇
〇
円

（
全
席
自
由
、
当
日
券
あ
り
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
杉
並
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
・
寺
嶋
@
５
４
９
８

‐
３
４
２
８
へ
。

◇
区
民
一
五
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で　
１１

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会

１３
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
１
梅
里
１
―　

―　

）
へ
。

２２

３２

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
後

１１

２６

６
時
開
演
（
５
時　

分
開
場
・

３０

区
共
催
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

�
ピ
ア
ノ
三
重
奏

Ｗ
Ｍ
Ａ
第　

回
コ
ン
サ
ー
ト

３３

e

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
出
演
】
バ
イ
オ
リ
ン
＝
永
峰

高
志
、
ピ
ア
ノ
＝
小
松
勉
、
チ

ェ
ロ
＝
桑
田
歩
【
曲
目
】
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
＝
ピ
ア
ノ
三
重

奏
曲
第
１
番
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

＝
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
第
３
番
ほ

か
【
定
員
】
五
六
八
名
【
入
場

料
】
四
〇
〇
〇
円
（
全
席
自
由
）

　

申
し
込
み
は
、
福
祉
音
楽
協

会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
三
木
@
３
３
３

５
‐
８
６
２
９
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
@
５
２
３
７
‐
９
９
９
０

へ
。

◇
区
民
二
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に

「
福
祉
音
楽
協
会
」
と
書
い

て
、　

月　

日（
必
着
）ま
で
に

１１

１３

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
１６６

０
０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
。

�
　

区
内
農
家
が
丹
精
込
め
て
生

産
し
た
野
菜
・
花
・
植
木
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
出
品
物
の
販
売

も
あ
り
ま
す
。
当
日
は
買
物
袋

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
・
内
容
】　

月
４
日

１１

º
▽
観
覧
＝
午
前
９
時
〜　

時
１１

▽
販
売
＝
午
前　

時
〜
午
後
４

１１

時
【
会
場
】
産
業
商
工
会
館

（
阿
佐
谷
３
―
２
―　

）
１９

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
農
務
係

へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
º
・　

１１

１１

１２

日
∂
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
区
後
援
）【
会
場
】
杉
並
グ
リ

杉
並
区
農
産
物
品
評
会

野
菜
や
花
な
ど
の

展
示
即
売
会

ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
３

―　

―
２
）

１３

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
５
３
４
９
‐
８
７
９
１
へ
。

※
①
当
日
は
、
買
物
袋
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
②
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
º
①
午

１１

１１

後
１
時
〜
②
午
後
４
時
〜
の
二

回
公
演
（
区
後
援
）【
会
場
】
劇

団
手
織
座
ア
ト
リ
エ
（
成
田
東

４
―
９
―
６
）【
内
容
】
詩
人
・

草
野
心
平
の
世
界
【
入
場
料
】

二
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
手
織
座
事
務
室
・
吉
崎
@

３
３
９
３
‐
２
７
２
１
（
午
前

　

時
〜
午
後
６
時
）
へ
。　

１０ �
宝
生
あ
や
こ
の
ポ
エ
ジ
カ
ル

グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
の
会 

第
九
回
公
演

eし
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
３
‐
４
４
１
０
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
（
１
歳
以

上
就
学
前
）。

�
　

【
日
時
】　

月
３
日
¥
午
後

１１

１
時　

分
〜
３
時　

分【
会
場
】

３０

３０

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）【
講

師
】
ó
染
谷
商
店
常
務
取
締

役
・
ñ
ユ
ー
ズ
代
表
取
締
役
・

染
谷
ゆ
み
さ
ん
【
定
員
】
一
〇

〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

電
話
で
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸
@
３
３
３
１
‐
４
３
６
０

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。
最
終
申
し
込
み　

月　
１０

３１

日
。

�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

開
館
一
周
年
記
念
講
演
会

て
ん
ぷ
ら
油
で
車
が
走
る
？

古
本
で
森
が
買
え
る
？

e

講
座
・

　

講
演

�　

世
紀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

２１

記
念
事
業

中
高
校
生
の
皆
さ
ん
、

善
福
寺
川
の
ほ
と
り
で

区
長
と
話
を
し
ま
せ
ん
か
？

e

〈ひゅうまんかれっじ〉
講師内容月日

千葉大学教授 � 宮本みち子
東京学芸大学助教授
 ������� 山田　昌弘

気がつけば、パラサイト・
シングル
 ��� ～揺らぐ結婚観～

１１月
１６日∫

一橋大学教授   古茂田　宏コミュニケーション
不全の時代２２日π

ＮＰＯ法人　日本ケア・カ
ウンセリング協会代表
 ������� 品川　博二

アマデウス・シンドローム
～自立と依存のハザマ～２９日π

癒やしの
コミュニケーション

１２月
６日π

ＴＥＡ＆ＴＡＬＫここが
ヘンだよ！　女と男１３日π

精神科医 ���� 齋藤　環彼が最近ウチにいる理由
～社会的ひきこもり～

１月
１６日∏

愛を強くするための
ミーティング２４日π

 ������� 古茂田　宏

ベスト・パートナーに
なるために３１日π

現代コミュニケション考２月
７日π

これから男女は
何を目指すのか？１４日π

※時間は、いずれも午後６時３０分～８時３０分。

行行 事事
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

か
。

　

【
日
時
・
会
場
】
左
上
表
の

と
お
り

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
の

係
へ
。

�
　

国
立
天
文
台
は
、
ハ
ワ
イ
島

マ
ウ
ナ
・
ケ
ア
山
頂
（
標
高
四

二
〇
〇
ｍ
）
に
、
世
界
最
大
で

最
高
性
能
の
口
径
八
・
二
ｍ
の

す
ば
る
望
遠
鏡
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　

工
事
開
始
か
ら
完
成
に
至
る

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま

す
。　
　
　
　
　

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
後

１１

１１

６
時　

分
〜
８
時　

分
（
６
時

３０

３０

開
場
）【
会
場
】
科
学
教
育
セ

ン
タ
ー
（
清
水
３
―
３
―　

）
１３

【
講
師
】
明
星
大
学
・
成
相
恭

二
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在
住
･

�
天
文
の
夕
べ

講
演
会
「
動
き
は
じ
め
た

す
ば
る
望
遠
鏡
」

e

�
　

区
内
の
み
ど
り
は
年
々
減
少

を
続
け
て
い
ま
す
。
健
康
で
快

適
な
生
活
を
お
く
る
う
え
で
大

切
な
み
ど
り
を
守
り
、
増
や
し

て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

気
軽
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

�
区
民
が 
創 
る

つ
く

「
み
ど
り
の
都
市
」杉
並

座
談
会　

み
ど
り
あ
ふ
れ
る

杉
並
の
ま
ち
に
す
る
た
め
に

e

在
勤
･
在
学
の
小
学
五
年
生
以

上
の
方
（
小
･
中
学
生
は
保
護

者
同
伴
）【
定
員
】
一
四
〇
名

（
先
着
順
）【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
６
‐
４
３
９
１
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月
１
日
π
午
前

１１

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
荻
窪
保

１０健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
）【
内
容
】
講
義
と
調
理
実

演
、
試
食
【
講
師
】
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
士
【
対
象
】
１
歳
〜

６
歳
ま
で
の
幼
児
の
保
護
者

【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

私
た
ち
の
ま
ち
「
杉
並
」
の

健
康
･
環
境
は
、
安
全
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

�
栄
養
・
健
康
講
座

楽
し
く
つ
く
る

幼
児
の
食
事
と
お
や
つ

e�
上
井
草
健
康
ク
ラ
ス

地
域
の
『
健
康
』
な 

環
境
づ
く
り

e

お
り
【
会
場
】
上
井
草
保
健
セ

ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―
８
―

　

）【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤

１９の
方
【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

@
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　
�

　

【
日
時
・
内
容
・
会
場
】
下

表
の
と
お
り
【
対
象
】
区
内
在

住
で
、
原
則
と
し
て
全
日
程
参

加
で
き
る　

歳
ま
で
の
方
【
定

５９

員
】
五
〇
名
【
費
用
】
一
〇
〇

〇
円
程
度
（
二
回
分
の
食
材
料

費
と
し
て
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
和
泉
保
健
セ
ン
タ

ー
@
３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

【
日
時
】　

月
７
日
∏
（
区

１１

後
援
）【
集
合
場
所
】
①
Ｊ
Ｒ

阿
佐
ケ
谷
駅
前
②
杉
並
公
会
堂

前
（
上
荻
１
―　

―　

）【
集
合

２３

１５

�
主
婦
の
健
康
づ
く
り
教
室

ヘ
ル
シ
ー
セ
ミ
ナ
ー

e�
郷
土
史
講
座
史
跡
見
学
会

―
歴
史
と
文
化
の
城
下
町

川
越
と
平
林
寺
―

e

時
間
】①
②
と
も
午
前
７
時【
定

員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】
六
〇

〇
〇
円
（
バ
ス
代
・
昼
食
代
・

拝
観
料
・
保
険
な
ど
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１０

２８

杉
並
郷
土
史
会
・
原
田
弘
（
〒

　

‐
０
０
１
２
和
田
３
―　

―

１６６

２７

　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

２３合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、同
会
・
原
田

@
３
３
１
２
‐
６
６
２
３
へ
。

�
　

若
者
た
ち
が
生
き
る
喜
び
を

共
有
す
る
場
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
団
体
の
代
表
を
招
き
、
子

ど
も
や
若
者
の
成
長
を
支
え
る

環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。（
区

後
援
）

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
後

１１

１１

１
時　

分
〜
４
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１

―　

―　

）【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

２２

３２

珊
瑚
舎
ス
コ
ー
レ
（
沖
縄
）
代

表
・
星
野
人
史
さ
ん
、
小
国
フ

ォ
ル
ク
・
フ
ォ
イ
・
ス
コ
ー
レ

（
山
形
）
代
表
・
武
義
和
さ
ん

【
定
員
】
八
〇
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
わ
れ
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ひ
き
こ
も
り
と

不
登
校
を
考
え
る
事
業
担
当
・

子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
と
大
人
の
役
割

荒
川
@
３
３
９
５
‐
３
３
３

８
、
森
内
@
３
３
９
５
‐
０
３

３
２
へ
。

�
　

な
ご
や
か
な
家
庭
、
充
実
感

の
持
て
る
老
後
と
な
る
た
め
の

 
秘
訣 
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

ひ
け
つ

（
区
後
援
）　

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
前

１１

１１

　

時
〜　

時　

分
【
会
場
】
産

１０

１１

３０

業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―

２
―　

）【
講
師
】
õ
倫
理
研
究

１９

所
参
事
・
神
田
ヨ
シ
さ
ん
【
定

員
】
八
〇
名
（
先
着
順
）【
入
場

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
õ
倫
理
研

究
所
東
京
城
西
支
所
杉
並
ブ
ロ

ッ
ク
・
増
井
@
３
３
１
１
‐
１

６
１
２
へ
。

�
高
齢
社
会
に
対
応
す
る

講
演
会「
さ
わ
や
か
シ
ニ
ア
」

…
あ
な
た
の
来
た
道
、

私
の
来
た
道
…

e

〈ヘルシーセミナー〉
会場内容月日

永福和泉地域
区民センター
（和泉
  ３‐８‐１８）

いきいき健康づくり
－子育てから熟年主婦までー  １１月６日∑

健康度チェック�
（体脂肪・血圧・歯） �� １０日ª

食事で健康づくり
－いきいき生活するためにー �� １７日ª

永福体育館　
（永福
  ３‐５１‐１７）

もっと健康的に生活しよう
―ウォーキング＆ストレッチNo.１－ �� ２１日∏

もっと健康的に生活しよう
―ウォーキング＆ストレッチNo.２－ �� ２４日ª

永福和泉地域
区民センター

低エネルギーでバランスの良い食事
づくり �� ２９日π

戸外に出てウォーキング
－気功で心身爽快�ー  １２月１日ª

簡単栄養学
－栄養計算ができるようになるー �� ５日∏

外食や加工食品の利用方法
健康感について“グループワーク” �� ７日∫

（注）１．時間はいずれも、午前９時３０分～１１時３０分。２．１１月２９日・１２月５
日は、三角きん・エプロン・ふきんを持参。３．１１月２１・２４日、１２月
１日は体操のできる服装および靴を持参。

〈上井草健康クラス〉

講師内容日時

杉並保健所
環境衛生監視員

・住居のシックハウス症候
群、衛生害虫について

１１月９日∫

午後１時３０分
 � ～３時３０分

杉並保健所
食品衛生監視員

・食べ物をとりまく環境と
私たち

　　１６日∫

午後１時３０分
 � ～３時３０分

杉並保健所
栄養士

・市販食品成分表示の見る
目を養ってみませんか

　　２１日∏

午後１時３０分
 � ～３時３０分

杉並警察署職員
保健センター
保健婦

地域が危ない、子どもたち
が危ない
・しのびよる覚醒剤･身近過
ぎるタバコ、酒

１２月７日∫

午後１時３０分
 � ～３時３０分

杉並区
生活クラブ
すずなオフィス
杉並保健所長

住んでいるだけで元気にな
れるまちって、どんな『まち』
・健康、環境づくりに取り
組む住民からのメッセージ
・『健康都市杉並』をめざして

　　１４日∫

午後１時３０分
 � ～３時３０分

◆リサイクルひろば高井戸・１１月の講習会◆
締切日応募方法参加費募集人数日　時講習会名

―

電話で
先着

６００円１０名
６日・２０日∑
午後１時３０分
 �� ～３時３０分

リフォーム相談―着られなく
なった服の再生のお手伝い

―３００円
※６名１１日º

午前１１時～正午自転車の手入れの方法

―３００円１０名
１１日º
午後１時３０分～
 ����� ３時

自転車パンクの直し方―自
分の自転車は持ち込まず、
自宅で修理する方法を伝授

１０月３１日
必着

往復
ハガキ

７００円
（教材費込み）６名１１日º

午後１時～４時
大工さんに習おう―廃材を使
ってマガジン・ラックを作ろう

１１月３日
必着２００円１５名

１３日∑
午前１０時３０分
  ～午後０時３０分

紙パックからの紙 漉 き
す

３日必着２００円１５名
１３日∑
午後１時３０分
 �� ～３時３０分

絵手紙

７日必着２００円1０名
１８日º
午前１１時
  ～午後1時３０分

雑紙からの紙漉き

２０日必着３００円各回
１０名

２５日º
午後１時～・
２時３０分～

包丁とぎを習おう

（注）１．申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７
‐４@３３３１‐４３６０）ハガキ記入例参照（締切日必着）。申し込み多数の場合は、抽選。
　２．※＝資料代。部品代は実費。

e第１５回杉並区ダンススポーツ大会（区後援）
　【日時】１１月２６日∂午前１０時～午後６時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐
２）【見学対象】どなたでも見学できます【競技内容】ＪＤＳＦ公認３・４・５
級戦、グランドシニアＤ級戦【申込み】当日会場へ【問合せ】杉並区アマチュ
アダンス協会・野口つゆ子@３３９４‐１４４２【備考】見学は無料。見学者は、ダン
スシューズ・上履きを持参してください。車での来場はできません
e区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇フォークダンス
　【日時】１１月１２日∂午前１０時～午後２時【会場】西荻地域区民センター（桃
井４‐３‐２）【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】１４０名【参加費】無
料【申込み】当日直接会場へ【問合せ】電話で区フォークダンス連盟・木村@

３９９８‐２１０７（月・水は午前９時～午後４時まで、日・金・土は午前９時～午後
１０時まで）【備考】ヒールの高い靴・かたい靴は厳禁
eダブルスだけの卓球大会（区後援）
　【日時】１１月２６日∂午前９時～【会場】永福体育館（永福３‐５１‐１７）【種
目】男女別ダブルス、混合ダブルス、合計年齢９０歳以上の男女別ダブルス【対
象】区内在住・在勤・在学の方。または杉並区内のクラブに所属し、東京卓球
連盟に加盟している方【参加費】１種目１組につき１,２００円【申込み】参加種目、
住所、氏名、年齢、性別、電話番号を明記し、１１月１５日（必着）までに、①定
額小為替、切手または現金書留で区卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐
７‐１ñタマス）へ郵送②ñタマスへ直接申込み③連盟役員に依頼【問合せ】
同連盟・大沼@３３１４‐６６２４（午前９時～午後５時）
eフィットネスセミナー　気軽にフィットネス
～体を引き締めたいあなたへ～
　【日時】１１月２日∫午前９時～１１時【会場】上井草スポーツセンタートレー
ニングルーム（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】
３０名【参加費】無料（入場料として４００円必要）【申込み・問合せ】電話で同セ
ンター@３３９０‐５７０７。定員になり次第締め切り【備考】セミナー開催中は一般
利用できません
e親子スケート教室
　【日時】１２月３日∂・１０日∂の午前１０時～正午【会場】シチズンアイススケ
ートリンク（新宿区高田馬場４‐２９‐２７）【対象】区内在住・在学の小学生とそ
の親（親の在勤可）で２日とも出席できる初心者の方【定員】４０名【参加費】
ひとり２１００円【申込み】往復ハガキ（１家族１枚）に、教室名・住所・参加者
全員の氏名（フリガナ）・生年月日・性別・靴のサイズ・子どもの学年・電話番
号を書いて、１１月１０日（必着）までにú杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿
佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ。申し込み多数の場合は、抽選
【問合せ】同財団@３３１２‐２１１１（区代表）【備考】現地集合・現地解散

スポーツ�
スポーツのある暮らし　健康の第一歩�

〈みどりあふれる杉並のまちにするために〉
会場日時

阿佐谷地域区民センター
 ����� （阿佐谷南１‐４７‐１７）

１０月３１日∏

 ��� 午後７時～９時

大田黒公園内記念館
 ������� （荻窪３‐３３‐１２）

１１月２日∫

 ��� 午後２時～４時

　　５日∂

 ��� 午前１０時～正午

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
が
、
家
庭
内
で
発
作
な
ど
に

よ
り
緊
急
に
救
助
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
に
、
ボ
タ
ン
を
押
す

だ
け
で
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報

が
い
く
機
器
を
設
置
し
ま
す
。

　
【
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み
】①
協

力
員
の
得
ら
れ
る
方
＝
東
京
消

防
庁
に
通
報
が
い
き
、
協
力
員

お
よ
び
救
急
隊
員
が
救
助
に
か

け
つ
け
ま
す
②
協
力
員
が
得
ら

れ
な
い
方
＝
民
間
受
信
セ
ン
タ

ー
に
通
報
が
い
き
、
専
門
の
現

場
派
遣
員
お
よ
び
救
急
隊
員
が

救
助
に
か
け
つ
け
ま
す
。（
協

力
員
と
は
救
急
車
の
到
着
に
備

え
、
救
急
隊
員
の
指
示
に
し
た

が
っ
て
協
力
し
て
く
れ
る
近
隣

の
方
の
こ
と
で
す
）【
費
用
】
通

報
先
お
よ
び
介
護
保
険
の
保
険

料
の
段
階
層
区
分
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
①
東
京
消
防
庁
＝
無

料
〜
一
万
八
三
〇
円
（
設
置
時

の
み
）
②
民
間
受
信
セ
ン
タ
ー

＝
無
料
〜
三
〇
〇
円
（
毎
月
）

　

機
器
は
選
考
の
う
え
設
置
し

ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
高
齢
者
事
業

課
、
福
祉
事
務
所
（
東
@
３
３

８
１
‐
０
１
１
１
／
西
@
３
３

９
８
‐
９
１
０
４
／
南
@
３
３

３
２
‐
７
２
２
１
）、
ケ
ア　
２４

掲示板

　

建
築
物
の
耐
震
診
断
・
改
修

に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
建
築
物
は
、
昭

和　

年
６
月
１
日
以
前
に
着
工

５６
し
た
非
木
造
の
共
同
住
宅
お
よ

び　

歳
以
上
の
高
齢
者
・
障
害

６５
者
の
み
の
世
帯
が
居
住
す
る
木

造
住
宅
で
す
。

◇
診
断
費
の
助
成

　

区
が
指
定
す
る
診
断
機
関
が

診
断
し
た
場
合
に
限
り
、
非
木

造
共
同
住
宅
は
費
用
の　

％
２０

（
限
度
額
五
〇
万
円
）
高
齢
者

な
ど
の
居
住
す
る
木
造
住
宅
は

費
用
の　

％
（
限
度
額
七
万
五

５０

〇
〇
〇
円
）
を
建
物
の
所
有
者

に
助
成
し
ま
す
。助
成
期
間
は
、

　

年
３
月　

日
ま
で
で

１３

３１

す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
は
、
建
築
課
審
査

調
整
係
へ
。

◇
改
修
費
の
助
成

　

耐
震
診
断
の
結
果
、

耐
震
改
修
を
行
う
高
齢

者
な
ど
の
居
住
す
る
木

造
住
宅
の
所
有
者
ま
た

は
居
住
者
に
、
工
事
費

の　

％
（
限
度
額
五
〇

５０
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

助
成
期
間
は
、　

年
３
月　

日

１３

３１

ま
で
で
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
住
宅
課
へ
。

�
　

区
で
は
、
毎
月
一
回
専
門
家

に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。　

月
は
以
下
の
と
お
り

１１

で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
今
回
は
手
話
に
よ
る
相
談

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
８
日
π
午
後

１１

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課
審

査
調
整
係
へ
。

※
図
面
等
が
あ
る
場
合
は
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会

�
　

【
日
時
】
毎
週
月
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
①
区
役

所
一
階
ロ
ビ
ー
②
荻
窪
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
（
上
荻
１
―
９
―

１
荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
）

【
費
用
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、住
宅
課
へ
。

�
　

区
民
の
方
が
、
住
宅
の
修

繕
・
増
築
ま
た
は
耐
震
改
修
工

事
を
行
う
場
合
の
資
金
の
融
資

を
、
区
と
契
約
す
る
金
融
機
関

に
低
利
で
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま

す
。

　

【
内
容
】
左
表
の
と
お
り

　

問
い
合
わ
せ
は
、住
宅
課
へ
。

※
賃
貸
用
住
宅
に
つ
い
て
も
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
震
に
備
え
て
耐
震
診
断
を

住
ま
い
の
修
繕
・

増
改
築
相
談

住
宅
修
築
資
金
の
あ
っ
せ
ん

　

『
興
銀
柏
の
宮
グ
ラ
ン
ド

（
浜
田
山
）
を
公
園
に
す
る
計

画
づ
く
り
』
を
考
え
る
区
民
の

集
い
（
集
う
会
）
が
、
７
月
１

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
報
告
し

ま
す
。

▽
第
一
回
（
７
月
１
日
º
、
浜

田
山
会
館
）

　

区
か
ら
の
事
業
内
容
と
計
画

地
の
説
明
に
対
し
、
事
業
の
詳

細
や
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

様
々
な
意
見
や
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
公
園
づ
く
り
に
寄
せ
る
想

い
を
、
カ
ー
ド
「
わ
た
し
は
、

h
◯
◯
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

公
園
i
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
」
に
記
入
し
ま
し
た
。

▽
第
二
回
（
７
月　

日
º
、
計

１５

画
地
見
学
会
）

　

前
回
の
h
◯
◯
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
公
園
i
の
主
要
キ
ー

ワ
ー
ド
を
テ
ー
マ
と
す
る
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
計
画
地
内
の
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
各
自

意
見
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
カ

ー
ド
に
書
き
、
調
査
後
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
意
見
交
換
し
、
結

果
を
発
表
し
あ
っ
て
お
互
い
の

イ
メ
ー
ジ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

計
画
地
見
学
会
終
了
後
、
自

由
参
加
で
「
公
園
予
定
地
外
周

ツ
ア
ー
」
を
行
い
計
画
地
と
周

囲
の
関
係
を
見
て
歩
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
公
開
制
で
行
っ
た

「
ス
タ
ッ
フ
会
議
」
で
は
、
書

い
て
い
た
だ
い
た
カ
ー
ド
の
整

理
を
行
い
ま
し
た
。

▽
第
三
回
（
９
月
２
日
º
、
浜

田
山
会
館
）

　

第
二
回
目
お
よ
び
こ
れ
ま
で

い
た
だ
い
た
意
見
、
区
の
公
園

づ
く
り
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
方
を
確
認
し
た
上
で
、
新
た

な
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
公
園

の
活
用
や
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
を

検
討
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
発

表
で
は
、「
自
然
環
境
の
保
全

と
遊
び
や
観
察
な
ど
の
活
用
」

「
広
場
で
の
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
と

他
の
利
用
の
調
整
」「
水
辺
環

境
の
創
出
」「
樹
林
や
芝
生
の

維
持
管
理
、落
ち
葉
の
堆
肥
化
」

「
施
設
の
運
営
」「
保
安
・
防
災

機
能
の
確
保
」「
維
持
管
理
等
へ

（
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
西

荻
@
３
３
３
３
‐
４
６
６
８
／

阿
佐
谷
@
３
３
３
９
‐
１
５
８

８
／
和
田
@
３
３
８
０
‐
０
０

２
４
／
高
井
戸
@
３
３
３
４
‐

２
４
９
５
／
上
井
草
@
３
３
９

６
‐
０
０
２
４
／
堀
ノ
内
@
５

３
０
５
‐
７
３
２
８
／
荻
窪
@

３
３
９
１
‐
０
８
８
８
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
事

業
課
管
理
係
へ
。

�
　

地
域
の
バ
ザ
ー
や
お
祭
り
・

サ
ー
ク
ル
の
募
集
な
ど
の
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
無
料
で
自
由

に
掲
示
で
き
る
区
民
専
用
掲
示

板
で
す
。
区
内
の
全
町
丁
に
一

基
ず
つ
、
公
園
や
出
張
所
前
な

ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
方
法
は
、
掲
示
物
に
掲

示
開
始
日
・
連
絡
先
を
書
い
て

自
分
で
は
り
、
期
限
が
来
た
ら

自
分
で
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
示
期
間
は
最
長
二
週
間
で

す
。

　

掲
示
で
き
な
い
も
の
は
、
①

営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
②
政

治
・
宗
教
活
動
に
関
す
る
も
の

③
個
人
・
団
体
を
誹
謗
、
中
傷

す
る
も
の
④
公
序
良
俗
に
反
す

る
も
の
で
す
。

　

不
適
当
な
掲
示
物
や
掲
示
板

の
破
損
な
ど
の
ご
連
絡
・
問
い

合
わ
せ
は
、
地
域
振
興
課
へ
。

�
　

第
四
回
区
議
会
定
例
会
は
、

　

月
２
日
∫
か
ら
開
会
さ
れ
る

１１予
定
で
す
。
こ
の
定
例
会
は
、

お
も
に
平
成　

年
度
の
決
算
を

１１

中
心
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

区
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

は
、
定
員
の
範
囲
内
で
ど
な
た

で
も
ご
自
由
に
傍
聴
（
手
話
通

訳
も
あ
り
ま
す
）で
き
ま
す
。　

�
で
あ
い
ふ
れ
あ
い
掲
示
板

「
で
ん
ご
ん
く
ん
」
を

ご
存
じ
で
す
か

e区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
区
議
会
事
務
局
へ
。

※
①
区
議
会
の
日
程
は
、　

月
１０

　

日
∫
以
降
に
お
問
い
合
わ

２６せ
く
だ
さ
い
②
手
話
通
訳
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
希
望
日

の
四
日
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

�
　

秋
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
対

象
者
で
ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
方
は
、
次
の
保
健
セ
ン
タ

ー
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
荻
窪
＝　

日
∏
・　

日
ª

１４

１７

▽
高
井
戸
＝　

日
π
・　

日
π

１５

２２

▽
高
円
寺
＝　

日
ª

１７

▽
上
井
草
＝　

日
∑

１３

▽
和
泉
＝　

日
ª

１７

　

受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

後
１
時　

分
〜
２
時　

分
（
時

１５

３０

間
厳
守
）

　

お
手
元
の
予
診
票
に
必
要
事

項
を
記
入
し
た
う
え
で
、
母
子

手
帳
を
持
っ
て
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
転
入
さ
れ
た
方
は

各
会
場
に
予
診
票
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
予
防

課
@
３
３
９
１
‐
１
０
２
５

へ
。

�
　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
毒
性
が

強
く
、
人
の
生
命
・
健
康
に
重

大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の

あ
る
物
質
で
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
ほ
と
ん
ど
は
廃
棄
物
の

焼
却
過
程
な
ど
で
生
成
さ
れ
、

一
度
生
成
さ
れ
て
し
ま
う
と
分

解
し
に
く
い
物
質
で
す
。

　

今
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別

措
置
法
」
で
は
一
定
規
模
以
上

の
焼
却
炉
を
対
象
と
し
て
お

り
、
燃
焼
温
度
が
低
い
た
め
ダ

�
秋
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

月
の
日
程
の
お
知
ら
せ

１１ e冊
子
「
減
ら
そ
う
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
」
を
配
布
し
て
い
ま
す

イ
オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
し
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
る
簡
易
焼
却

炉
は
対
象
外
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

区
で
は
、
簡
易
焼
却
炉
で
の

焼
却
を
含
め
、
焼
却
行
為
を
原

則
禁
止
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
制
し
、

区
民
の
健
康
を
保
護
す
る
た
め

区
独
自
の
条
例
を
制
定
し
、
こ

の
６
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
条
例
の
主
な
内

容
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
少
し
で
も
多
く
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
こ
と
を
知
り
、
毎
日

の
生
活
の
中
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
を
減
ら
す
た
め
に
何
が
で
き

る
か
考
え
る
手
が
か
り
に
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
作
成
し
ま
し

た
。
都
や
区
の
調
査
結
果
も
交

え
、
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
ま
し

た
。

　

冊
子
は
、
出
張
所
、
図
書
館

な
ど
の
区
施
設
や
環
境
保
全
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
（
無
料
）。

　

希
望
者
に
は
条
令
全
文
を
配

布
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
害
対
策

係
へ
。

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
住
民
参
加
」
な
ど
様
々
な
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
三
回
終
了
時
点
で
「
集
う

会
」
へ
は
、
の
べ
約
二
〇
〇
名

の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
進
め
方
（
予
定
）】

　

第
四
回
目
は
、　

月　

日
º

１１

１１

午
後
２
時
よ
り
、
浜
田
山
会
館

で
行
い
ま
す
。
第
三
回
に
引
き

続
き
、
グ
ル
ー
プ
別
に
計
画
案

を
検
討
し
、
作
成
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画

案
に
対
し
、
専
門
委
員
の
方
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
最
終
計

画
素
案
を
作
成
し
ま
す
。

　
　

年
２
月
の
第
五
回
「
集
う

１３
会
」
で
発
表
す
る
ほ
か
、
区
役

所
等
で
展
示
し
、
公
園
の
活
用

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
区
民
の
皆

さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
伺
い

ま
す
。
そ
の
う
え
で
、「
広
報

す
ぎ
な
み
」
に
最
終
計
画
案
を

掲
載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
区
で
は
、
並
行
し

て
、
来
年
３
月
末
の
グ
ラ
ン
ド

の
買
収
に
向
け
て
興
銀
と
用
地

交
渉
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ご
意
見
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
・
手
紙
・
フ
ァ
ク
ス
�
３

３
１
６
‐
２
４
７
０
な
ど
で
公

園
緑
地
課
建
設
係
へ
。

FAX

（
仮
称
）
杉
並
南
中
央
公
園
の
計
画
づ
く
り
を

考
え
る
区
民
の
集
い
『
集
う
会
』
の
経
過
報
告

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � �
建
築
物
の
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
費
の
一
部
を
助
成

安
全
な
住
ま
い
の
た
め
に

〈住宅修築資金融資あっせん〉
自己用住宅

・３００万円
・高齢者などが同居する世帯、耐震改修工事は
５００万円

限
度
額

・修繕＝基礎・土台・外壁・屋根・台所・浴
室・便所などの修繕、内部の模様替え、高齢化
対応工事、耐震改修工事、マンションの共用部
分の改修など
・増築＝建築確認済証が必要
・延べ床面積＝１６５fl（高齢者などが同居する
場合は２４０fl）以下の住宅

工
事
内
容

・区内に１年以上住所があり、自己所有の住宅
（配偶者または直系親族が所有する住宅を含
む）に居住している方
・同居または同居予定の直系親族も可
・年齢＝申込み時満２０歳以上、返済完了時満７０
歳未満
・所得＝前年の総所得金額が１００万円以上１２００
万円未満
・住民税を滞納していないこと

申
込
者
の
要
件

・本人負担利率＝１.４３％（心身に障害がある方
などが同居する世帯、高齢化対応工事、耐震改
修工事は０.９５％）
・返済期間＝７年以内（３００万円を超える場合
は１０年以内）
・連帯保証人が１名必要
・融資額３００万円を超える場合は物的担保が必要

融
資
の
条
件

※利率は変更になる場合があります。 
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�
　
　

月　

日
か
ら
い
よ
い
よ
区

１０

２２

民
一
人
ひ
と
り
が「
実
行
委
員
」

と
な
る
世
紀
末
の
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
が
、　

世
紀
を
h
き
れ
い

２１

な
ま
ち
杉
並
i
で
迎
え
る
た
め

に
開
始
さ
れ
ま
す
。
９
月
末
ま

で
に
七
五
の
個
人
・
団
体
・
事

業
所
な
ど
か
ら
作
戦
計
画
書
が

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

環
七
の
歩
道
と
グ
リ
ン
ベ
ル
ト

「
杉
並
・
わ
が
ま
ち

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
が 

は
じ
ま
り
ま
す

の
ご
み
拾
い
を
す
る
大
規
模
な

計
画（　

月　

日
午
前
９
時
〜
）

１０

２９

も
で
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

善
福
寺
池
で
自
然
観
察
を
し
な

が
ら
ご
み
を
集
め
る
計
画
（　
１０

月　

日
午
前
９
時
〜
）
な
ど
が

２８
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
作
戦
計
画
書
は
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
最
新
の
も

の
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
杉

並
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
@
５
３
７

３
‐
８
９
４
１
で
も
問
い
合
わ

せ
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
作
戦
実
施
中
に
万
が

一
事
故
な
ど
に
遭
わ
れ
た
場
合

に
は
区
で
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
保
全

課
庶
務
係
へ
。

�
　
　

月　

日
∏
は
、
特
別
区
民

１０

３１

税
・
都
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

第
三
期
分
の
納
期
限
で
す
。
お

近
く
の
金
融
機
関
・
区
役
所
・

区
出
張
所
で
納
め
て
く
だ
さ

特
別
区
民
税
・
都
民
税
（
普
通

徴
収
分
）
納
期
の
お
知
ら
せ

い
。
な
お
納
付
に
便
利
な
口
座

振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、納
税
課
へ
。

�
　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
健

康
保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
行

い
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
６
日
∑
午
前

１１

　

時
〜
午
後
４
時
【
会
場
】
Ｊ

１０Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅
南
口
【
費
用
】

無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
年
金

年
金
街
頭
相
談

◇
出
張
所
の
廃
止

　

区
は
組
織
運
営
の
効
率
化

と
新
た
な
地
域
活
動
へ
の
支

援
を
図
る
た
め
、
現
在
あ
る

一
七
カ
所
の
出
張
所
を
廃
止

し
、
新
し
く
七
つ
の
「
事
務

所
」
と
二
つ
の
「
分
室
」
を

設
置
し
ま
す
。

◇
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の

　

統
合

　

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
は
、

荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を

除
き
廃
止
し
、
残
る
荻
窪
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
取
扱
事

務
を
拡
大
し
ま
す
。

◇
夜
間
・
祝
日
の

　

証
明
書
発
行

　

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
区
の
既
存
施
設
一
四
カ

所
に
証
明
書
自
動
交
付
機
を

設
置
し
て
、住
民
票
の
写
し
・

印
鑑
登
録
証
明
書
・
税
証
明

書
の
発
行
を
、
平
日
・
土
日
・

祝
日
・
夜
間
に
も
行
い
ま
す

（
税
証
明
書
は　

年　

月
以

１３

１０

降
）。

　

新
た
な
事
務
所
お
よ
び
証

明
書
自
動
交
付
機
の
設
置
場

所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
・
広
報

す
ぎ
な
み
な
ど
で
詳
し
く
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
振

興
課
へ
。

● ● ● 保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド ● ● ●
休館日申込方法料金施設

１月
９～１４日

１月の申し込み
　専用ハガキ（区役所、出張所、地域区民
センター、区民集会所、サービスコーナ
ー、高齢者活動支援センターにあります）
で１１月１日～１５日（必着）までに郵送また
は区役所内窓口へ持参。１１月２０日に抽選。
空室受付（１２月１日～１月３日分、年末
年始を含む）
　１１月１日から利用日の前日まで、電話
または区役所内窓口で受け付け。
すぎなみ自然村の団体申し込み
　１３年５月の団体利用（２０～６０名）の申
し込みは、１１月１日から区役所内窓口で
手続きをしてください。

１泊２食
大人５６００円
子ども３３００円

すぎなみ荘
（〒２５９‐０３１４神奈川県足柄
下郡湯河原町宮上字入谷２７９）
@０４６５‐６２‐４８０５

１月
１６～２１日

同　上本館

すぎなみ自然村
（〒３７７‐０８０１
群馬県吾妻郡
吾妻町大字原町
字岩櫃山４３９９）
@０２７９‐６８‐５３３８

基本料金（１棟１泊）
１８００円～
１泊食事なし
大人３６００円
子ども１８００円

ログハウス

１泊食事なし
大人２００円
子ども１００円

キャンプ場

なし

１２月の利用申し込み（年末年始＝１２月２９
日～１月３日の空室含む）
　学校使用日以外は、１１月１０日から使用
日の前日まで、電話または区役所内窓口
で受け付けます。なお、１１月１０日は電話
のみの受け付け（受付順）となります。

１泊２食
大人５０００円
子ども３３００円

菅平学園
（〒３８６‐２２０１長野県小県郡
真田町大字長字十ノ原１２７８）
@０２６８‐７４‐２２４０

校
外
施
設

なし

富士学園
（〒４０１‐０５１１山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）
@０５５５‐８４‐７０３１

１２月
４～８日

１泊２食
大人４４００円
子ども２７００円

弓ケ浜学園
（〒４２５‐０１５２静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字新田谷戸７８１）
@０５５８‐６２‐３１８７

１２月１９日

教職員研修所「秋川荘」
（〒１９０‐０１６４
東京都あきる野市五日市１００３）
@０４２‐５９６‐０６９３

※年末年始（１２月２９日～１月３日）の食事付料金は１０００円増しになります。
問い合わせおよび郵送先＝近畿日本ツーリスト杉並区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐１)
@３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜、日曜、祝日は除く）。

e
平
成　

年
４
月

１３

出
張
所
・
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の

統
廃
合
を
実
施
し
ま
す

　

都
で
は
、
杉
並
中
継
所
の
排
水

に
含
ま
れ
て
い
た
硫
化
水
素
を
原

因
と
し
て
、
８
年
３
月
〜
８
月

に
、
杉
並
区
井
草
４
、
５
丁
目
地

域
で
異
臭
を
感
じ
て
、
眼
や
の
ど

の
痛
み
な
ど
の
症
状
を
発
し
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
た
方
に
対
し

て
、
そ
の
治
療
費
等
の
損
害
を
賠

償
す
る
こ
と
と
し
、
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

【
受
付
期
限
】　

月　

日

１１

３０

　

請
求
・
問
い
合
わ
せ
は
、
都
環

境
局
移
管
事
業
調
整
室
管
理
調
整

課
@
５
３
８
８
‐
３
４
６
０
ま
た

は
@
５
３
８
８
‐
３
４
５
８
へ
。

課
ま
た
は
杉
並
社
会
保
険
事
務

所
@
３
３
１
２
‐
１
５
１
１

へ
。

�
　

日
常
的
に
、
人
手
が
足
り
な

い
家
庭
内
の
仕
事
（
掃
除
、
洗

濯
、
食
事
作
り
、
買
物
な
ど
）

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
継
続
的

な
仕
事
で
も
、
半
日
や
一
日
の

仕
事
で
も
大
丈
夫
で
す
。
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
料
金
】
一
時
間
あ
た
り
八
六

四
円
か
ら

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
、
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
阿
佐

谷
南
１
―　

―
７
@
３
３
１
７

１６

‐
２
２
１
７
）
へ
。

　
�

�
　

【
月
日
】　

月　

日
π
〜　

１１

２９

３０

日
∫
（
一
泊
二
日
・
区
協
賛
）

【
日
程
】
一
日
目
＝
区
役
所
ó

水
沢
観
音
ó
自
然
村
／
二
日
目

＝
自
然
村
ó
り
ん
ご
狩
り
ó
岩

櫃
城
温
泉
ó
区
役
所
【
募
集
人

員
】
四
〇
名
（
二
名
以
上
で
申

し
込
み
。同
伴
者
で
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
以
外
の
方
は
申
し

込
み
人
数
の
半
数
ま
で
。
申
込

み
人
数
が
二
〇
名
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
）【
参
加
費
】
一
万

九
八
〇
〇
円
（
申
込
金
は
、
一

人
六
〇
〇
〇
円
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
杉
並
区

役
所
内
店（
区
役
所
西
棟
二
階
）

@
３
３
１
２
‐
６
４
３
１
（
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
、
土

３０

曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）へ
。

※
出
発
の
二
〇
日
前
よ
り
取
消

料
が
か
か
り
ま
す
。

õ
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
家
事
援
助
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
ぎ
な
み
自
然
村
と
岩
櫃

城
温
泉
、
り
ん
ご
狩
り
の
旅

　

特
に
区
を
有
名
に
し
て
い
る
の
が
、
商

店
街
の
活
動
だ
。
阿
佐
ケ
谷
の
商
店
街
と

高
円
寺
の
商
店
街
が
、
そ
れ
ぞ
れ
h
Ｃ
・

Ｉ
i
を
持
っ
て
い
る
。
阿
佐
ケ
谷
の
商
店

街
が
持
つ
h
Ｃ
・
Ｉ
i
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
、

「
た
な
ば
た
祭
り
」

　

だ
。
こ
の
時
の
ご
っ
た
返
す
よ
う
な
人

の
出
は
す
さ
ま
じ
い
。
そ
し
て
、
い
ま
雨

の
日
で
も
傘
を
さ
さ
ず
に
歩
け
る
よ
う
に

な
っ
た
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
下
に
飾
ら
れ
た

数
々
の
た
な
ば
た
用
の
装
飾
は
、
通
る
人

の
目
を
奪
う
。
た
だ
歩
い
て
い
る
だ
け
で

も
楽
し
い
。
こ
れ
は
別
に
、
商
店
街
の
人

々
が
、

「
た
な
ば
た
を
機
会
に
、
た
っ
ぷ
り
儲
け

て
や
ろ
う
」

　

と
い
う
動
機
で
は
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ

う
。

「
こ
の
祭
り
を
続
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
積

み
重
ね
が
き
っ
と
評
価
さ
れ
る
日
が
く

る
」

　

と
い
う
、
ス
パ
ン
を
長
く
と
っ
た
時
間

と
忍
耐
心
と
、
同
時
に
情
熱
を
込
め
た
積

年
の
努
力
が
今
は
東
京
名
物
、
あ
る
い
は

日
本
の
名
物
に
ま
で
高
め
た
の
だ
。

　

こ
れ
は
、
高
円
寺
商
店
街
の
h
阿
波
踊

り
i
に
し
て
も
同
じ
だ
。
こ
の
高
円
寺
の

h
阿
波
踊
り
i
は
、
当
初
の
頃
か
ら
わ
た

し
は
関
心
を
持
っ
て
き
た
。と
い
う
の
は
、

高
円
寺
商
店
街
に
田
中
屋
と
い
う
う
な
ぎ

屋
が
あ
っ
て
、
こ
の
お
や
じ
が
h
阿
波
踊

り
i
の
初
期
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
は
じ

め
は
、
徳
島
市
か
ら
阿
波
踊
り
の
練
達
者

を
招
い
て
、
踊
り
を
習
っ
た
り
、
あ
る
い

は
こ
っ
ち
の
た
ど
た
ど
し
い
連
（
れ
ん
）

の
中
に
本
場
の
連
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、

興
を
添
え
て
い
た
。
し
か
し
今
で
は
、
高

円
寺
の
阿
波
踊
り
そ
の
も
の
が
立
派
に
独

立
し
、逆
に
徳
島
か
ら
く
る
連
が
い
わ
ば
、

「
客
分
扱
い
」

　

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
明
ら
か
に
主

客
が
転
倒
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
長
年
に
わ

た
る
高
円
寺
の
人
の
努
力
の
結
晶
だ
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

前
は
中
央
線
が
地
べ
た

を
走
り
、
阿
佐
ケ
谷
も

高
円
寺
も
踏
切
が
な
か

な
か
開
か
な
か
っ
た
。

阿
佐
ケ
谷
に
は
、
今
の

中
杉
通
り
の
三
角
州
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
一

軒
の
古
本
屋
が
あ
っ

た
。
わ
た
し
は
ず
い
ぶ

ん
通
っ
た
。
同
じ
意
味
で
、
高
円
寺
の
ガ

ー
ド
下
に
も
よ
く
い
く
古
本
屋
が
あ
る
。

都
丸
書
店
だ
。
こ
こ
に
は
、
歴
史
・
社
会
・

経
済
・
文
学
関
係
の
、
い
い
本
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
時
折
り
店
に
入
る
と
、
思
わ
ぬ

掘
り
出
し
物
に
会
う
。と
て
も
う
れ
し
い
。

　

極
端
に
い
え
ば
、
今
の
わ
た
し
が
あ
る

程
度
正
し
い
こ
と
を
愛
し
、
美
し
い
も
の

を
愛
し
続
け
て
生
き
て
い
ら
れ
る
の
も
、

こ
の
、

「
杉
並
の
原
風
景
」

　

が
、
深
く
映
像
と
し
て
心
の
中
に
刻
み

込
ま
れ
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
必
ず

鮮
や
か
な
姿
を
再
現
し
て
く
れ
る
か
ら

だ
。
さ
さ
や
か
な
感
謝
の
気
持
ち
を
、
い

ま
も
、

「
杉
の
樹
大
学
」

　

な
ど
に
い
っ
て
、
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
お
返
し
を
し
て
い
る
。

（
次
回　

月　

日
号
か
ら
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

１１

２１

サ
ー
・
長
谷
川
直
子
さ
ん
の
連
載
で
す
）

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

童
門
冬
二（
作
家
）

わ
が
心
の
杉
並
原
風
景
…
３

F

�
東
京
都
か
ら
の
お
知
ら
せ

杉
並
中
継
所
周
辺
に
お
い
て

健
康
被
害
を
受
け
た
方
の

損
害
を
賠
償
し
ま
す

e
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Ｑ　

こ
の
ご
ろ
、
硫
黄
の
匂

い
の
す
る
日
が
度
々
あ
り

ま
す
。
我
が
家
に
は
ぜ
ん

息
の
子
供
が
お
り
心
配
で

す
。
発
作
が
起
き
て
も
硫

黄
の
影
響
が
あ
る
か
ど
う

か
判
別
が
困
難
で
す
。

　
　

安
全
値
の
明
示
と
、
濃

度
の
上
が
っ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ぜ
ん
息

児
の
場
合
の
安
全
値
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ  

三
宅
島
噴
火
に
よ
る
二

酸
化
硫
黄
に
ご
注
意
を 

 
 
 
 

　
　

大
気
中
の
二
酸
化
硫
黄

に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準

が
一
時
間
値
で
０
・
１
ｐ

ｐ
ｍ
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
８
月　

日
以
降
、

２８

都
内
の
数
地
点
で
こ
の
基

準
を
超
え
る
濃
度
が
観
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
杉
並
区

内
で
は
、
区
役
所
前
の
観

測
地
点
で
９
月　

日
に

１７

０
・
２
１
４
ｐ
ｐ
ｍ
と
い

う
高
濃
度
が
観
測
さ
れ
ま

し
た
。

　
　

現
時
点
で
は
、
急
性
の

健
康
影
響
が
問
題
と
な
る

レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
環
境
基
準

を
超
え
る
二
酸
化
硫
黄
濃

度
が
連
日
続
き
臭
気
を
感

じ
た
と
き
は
、
念
の
た
め

左
記
の
事
項
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

１
、
外
出
や
屋
外
運
動
は
な

る
べ
く
控
え
る
。

２
、
外
か
ら
戻
っ
た
と
き

は
、
目
を
洗
っ
た
り
、
う

が
い
を
す
る
。

３
、
目
に
刺
激
を
感
じ
た

り
、
せ
き
が
出
た
り
し
た

場
合
、
医
療
機
関
に
相
談

す
る
と
と
も
に
保
健
所
に

届
け
出
る
。

☆
一
般
的
に
は
、
二
酸
化
硫

黄
の
人
体
へ
の
影
響
は
次

の
と
お
り
で
す
。

☆
ぜ
ん
息
な
ど
の
呼
吸
器
疾

患
を
持
つ
方
は
、
一
般
の

人
以
上
に
個
人
差
が
大
き

い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

安
全
値
を
示
す
こ
と
は
困

難
で
す
が
、
外
出
中
に
硫

黄
臭
を
感
じ
た

と
き
は
次
の
こ

と
も
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

１
、
近
く
の
建
物

な
ど
に
入
る
。

２
、
近
く
に
建
物

が
な
い
と
き

は
、
タ
オ
ル
な

ど
を
水
で
ぬ
ら

し
、
口
や
鼻
を

覆
う
。

　

な
お
、
都
環
境

局
環
境
評
価
部
広

域
監
視
課
で
は
、

今
後
も
関
東
地
方

で
硫
黄
臭
が
発
生

す
る
可
能
性
は
残
る
も
の

の
、
頻
度
は
少
な
く
な
る
と

予
想
し
て
い
ま
す
。

☆
情
報
提
供
は
…

　

大
気
中
の
二
酸
化
硫
黄
濃

度
が
環
境
基
準
を
超
え
た
場

合
、
東
京
都
環
境
局
が
大
気

汚
染
テ
レ
ホ
ン
・
フ
ァ
ク
ス

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

大
気
汚
染
テ
レ
ホ
ン
・
フ

ァ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
@
・
�
５

３
２
０
‐
７
８
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.k
an
k
y
o
.

 
   
    
 
 
  
  
 
 
 
 

m
etro
.to
k
y
o
.jp
/

 
    
   
 
 
 
   
 

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
害
対

策
係
ま
た
は
杉
並
保
健
所
保

健
予
防
課
@
３
３
９
１
‐
１

０
２
５
へ
。

FAX

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５０万５７３８人（  178減）
　男　／２４万５224人（    ７９減）
　女　／２６万０５14人（    ９９減）
世帯／２６万５５３２　（    ５５減）

外
国
人
登
録

人口／１万　５０５人（  ５６増）
　男　／　　５２８５人（　24増）
　女　／　　５２２０人（　３2増）
世帯／　　８３５８　（  57増）

１２年10月１日現在、（　）は前月比
総人口／５１万６２４３人（122減）

休日などの急病診療など
土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電話でご相談くだ
さい。なお、平日夜間の小児科の急病診療は休止しました。

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

●日曜・祝日…午前９時～午後４時

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

@3391－1599外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

@3398－5666歯 科

@3391－5539調 剤 薬 局

ê

ê

ê

 東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り @５２７２‐０３０３　　　
東京消防庁災害救急情報センター@３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

◆１１月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）

@３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）

@３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

@３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

@３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）

@３３９１‐００１５
９・３０日

午前９時～１０時３０分
７・２１日

午前９時～１０時３０分
８・１５日

午前９時～１０時３０分
６・２０日

午前９時～１０時３０分
１０・２４日

午前９時～１０時３０分
無料健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１３日
午後１時１５分～２時

２２日
午前９時３０分～１０時

２日
（高円寺南５丁目会館）
午後１時１５分～３時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

７・１４・２１・２８日６・１３・２０・２７日２・９・１６・３０日６・１３・２０・２７日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（高井戸保健センターの１６日・高円寺保健センターの２０日は午後１時～

２８日２７日３０日２７日パパ・ママ学級
(事前申込制) 午後１時３０分～４時

１６日
午後１時３０分～３時３０分

３０日
午後１時１５分～２時

１０日
午後１時３０分～３時３０分

２日
午前１０時３０分～正午

６日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１３日午後１時１５分～２時３０分
２１日午前９時～１０時３０分　

８・２２日
午前９時～１０時３０分

８・１５日
午前９時～１０時３０分

１３・２７日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１３日
午後１時１５分～３時

１６日
午後１時１５分～３時

２０日
午前９時～１０時３０分

２０日
午後１時１５分～３時

２８日
午後１時１５分～３時

歯科総合相談日（無料）
…電話予約

１１日º午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会(阿佐谷南３‐３４‐３)　問い合わせは@３３９３‐０３９１歯の健康相談（無料）
２日

午後１時３０分～
２日

午後１時３０分～
２４日

午後１時３０分～
１日

午後２時～
９日

午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

１６日
午後１時３０分～

２７日
午前９時～

１７日
午後１時３０分～

８日午後１時３０分～
２８日午前９時３０分～

１・１６日
午後１時３０分～精神保健相談（無料）…電話予約

※診断書発行業務は保健予防課（予約専用@３３９１‐００３７）へ。※高円寺保健センターでは１０日ª午後１時３０分～酒害相談（無料）も行います（電話で予約を）

　

今
年
も
駅
前
放
置
自
転
車
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
首
都

圏
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

月　

日
〜　

日
の
期
間
中
、

１０

２２

３１

区
内
各
駅
で
駅
前
商
店
会
、
放

置
防
止
協
力
員
、鉄
道
事
業
者
、

区
職
員
な
ど
に
よ
り
自
転
車
放

置
防
止
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
活
動
を
行
い
ま
す
。

�
　

自
転
車
は
、
排
気
ガ
ス
も
出

さ
ず
、「
地
球
に
や
さ
し
い
乗

り
物
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
自
転
車
は
駅
前
や

路
上
に
放
置
さ
れ
た
と
た
ん

に
、
生
活
環
境
を
阻
害
す
る

◇
事
故
を
招
く
放
置
自
転
車

「
迷
惑
な
代
物
」
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。「
わ
た
し
一
台
だ

け
な
ら
」「
少
し
の
時
間
な
ら
」

そ
ん
な
軽
い
気
持
ち
で
置
か
れ

た
放
置
自
転
車
は
、
人
や
車
の

通
行
を
妨
げ
る
ば
か
り
で
な

く
、
時
に
は
人
命
に
か
か
わ
る

重
大
な
事
故
を
招
き
か
ね
ま
せ

ん
。

�
　

区
で
は
、
自
転
車
駐
車
場
の

整
備
、
放
置
自
転
車
の
撤
去
な

ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
駅

前
に
は
放
置
自
転
車
が
あ
ふ
れ

◇
放
置
自
転
車
を
な
く
し

快
適
な
ま
ち
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
杉
並
区
に

て
い
ま
す
。

　

放
置
自
転
車
問
題
解
決
の
た

め
に
は
、
自
転
車
を
利
用
す
る

区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
今
ま
で

気
軽
に
駅
前
や
道
路
上
に
放
置

し
て
い
た
方
も
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
機
会
に
改
め
て
自
転
車
の

放
置
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

※
放
置
と
は

　

自
転
車
の
利
用
者
が
自
転
車

か
ら
離
れ
、
た
だ
ち
に
移
動

で
き
な
い
状
態
を
い
い
ま

す
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
自
転
車
対

策
課
へ
。

f
第　

回
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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―
困
り
ま
す
！
自
転
車
置
き
去
り
知
ら
ん
ぷ
り

硫
黄
の
匂
い
が
心
配
で
す

敏感な人が臭
いを感じる

０.３～
１ppm

大部分の人が
臭いを感じる

１～
２ppm

１時間で気道
の呼吸抵抗、
咳が起こる

５ppm

区
民
の

区
民
の声声
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◆８月２８日～９月１７日に観測された環境基準以上の値◆

測定局名最高濃度時間帯月日

八王子市片倉０.９３５ppm午前１１時～午後４時８月２８日∑

福生市本町０.６００ppm午前１時、２時、７時～午後２時２９日∏

世田谷区世田谷０.１４２ppm午後２時、３時　　 ３０日π

中野区若宮０.１２４ppm午後１時～３時 ９月９日º

大田区東糀谷０.２０５ppm午前５時～８時 １１日∑

町田市中町０.１１２ppm午後３時、５時、１１時 １６日º

中野区若宮０.２００ppm午前８時～正午

 １７日∂ 杉並区役所前０.２１４ppm午前９時

富士見丘小学校０.１９２ppm午前９時

　
　

月　

日
π
、
区
内
の
小
・

１０

１１

中
学
校
の
心
身
障
害
学
級
と
済

美
養
護
学
校
の
児
童
・
生
徒
二

二
二
名
に
よ
る
連
合
運
動
会
が

富
士
銀
行
済
美
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
堀
ノ
内
１
丁
目
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
バ
ト
ン
渡

し
や
ダ
ン
ス
、
一
〇
〇
ｍ
走
な

ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
ま
す
。大
玉
送
り
で
は
、

小
・
中
学
生
が
力
を
合
わ
せ
自

分
の
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
大
玉
と

格
闘
す
る
様
子
に
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
が
笑
顔
で
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

１１月のクリーンサイクルの販売日
１１月６日∑午後１時～。のぼり旗のある自転車
販売協力店で。申し込み多数の場合は、抽選。１
台９３００円（防犯登録・ＴＳマーク/消費税込み）
e問い合わせ：ú杉並区障害者雇用支援事業団

@５３８２‐２０８１/ＦＡＸ５３８２‐２０８３

f杉並の地域活動をすすめる区民懇談会
【日時】１１月２日∫午後２時～４時
【内容】地域活動支援計画等の検討
【問合せ】地域振興部地域活動推進課

f杉並区レジ袋税調査会議
【日時】１０月２４日∏午前１０時～
【内容】レジ袋税についての第一回会議
【問合せ】生活経済部課税課

審
議
会
の
お
知
ら
せ

※日時は変更する場合があります。

学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校 通通通通通通通通通通通 信信信信信信信信信信信
　
　

力
を
合
わ
せ
て

が
ん
ば
る
ぞ 

　
　
　
　

心
身
障
害
学
級
・
養
護
学
校
連
合
運
動
会


